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1は じめに

幕 末 ・維新 期 の 日本の 「国際化」 に 対 し

て,英 国 のス コ ッ トラン ド人 の果 した役 割に

つ いて,そ の若 干 は知 られ てい る.し か し具

体 的 な 「脈絡 」,彼 等 ス コ ッ トラン ド商 人,

技 師,教 師達 の来 日の動機,滞 日前後 の本人

の 活動 につ いて はほ とん ど全 く明 らかに され

て いない.そ こで 本稿 に先立 ち,幕 末 ・維新

期 の我 国の文 明化 ・工 業化 に貢 献 した ス コ ッ

トラソ ドの アパデ ィーン出身 者,サ ザ ラン ド

(T.Sutherland),グ ラバ ー(T.B.Glover),

シ ャン ド(A.Shand)を と りあげ てみ た1).

本 稿で は,明 治期 の我 国の海運 ・造船 業 に

多 大 な貢 献を な しえた イギ リス人,ブ ラウソ

(1)拙 稿 「幕 末 ・明 治初 期 の ス コ ッ トラ ソ ドと

日本,ア バ デ ィー ソ ・コ ネ ク シ 。ソ」(r創 価

経 済 論 集 』 ユ2巻2号)参 照.

(、2)父RichardBrownは,RingwoodBoard

ofGuardiansの 職 員 で あ った.Brown資 料

「手 記 」(GlasgowUniversityArchives所 蔵,

以 後G.U.A.と 略 す)に よる.

(A.R.Brown)を と り あげ たい.記 録 で

は2),彼 は1839年,南 イ ングラ ソ ドのハ ソツ

(Hantis)の リンウ ッ ド(Ri皿gwood)の 地 に

ス コ ッ トラ ン ド系 「移 民」 の子 として生れ た

と思われ3),水 夫 として数 多 くの船 舶 に乗 っ

た後,明 治維 新直後 の 日本 にP&0社(彼 阿

社,Peninsular&OrientalNavigationCo。,)

の船長 として到来 した.そ して新 政府 の燈 台

局船 長 として雇 い入れ られ,我 国沿海 の測 量

に活 躍 した.ま た 「征 台 の役」や 「西南 の役」

の軍 事輸 送 の指揮 を とった.

そ の後,三 菱蒸 気船会 社 に入 り商 艦隊 を率

いて活動 す る一 方,そ の ラィパ ル企 業 の共 同

(3)産 業 革 命 期 を通 じて,海 外 移 民 に も 国 内 移

住 に も ス コ ッ トラ ソ ドは 積 極 的 で あ った.と

い うよ りもi劣 弱 な ス コ ッ トラ ソ ド は,「 就 業

機 会 」 を 求 め て 移 動 した.殊 に 海 運 業 に は ス

コ ッ トラ ソ ド人 が 多 か った.ブ ラ ウ ソは,そ

の様 な 当 時 に 典 型 的 な ス コ ッ トラ ソ ド人 家 庭

に 生 れ た.M.Hecbter,1初67η σ1Colonic.

lism,TheCelticfringeinBritishnational

development,1536-1966,Routledge&

KeganPaul,London1975,PP、 ユ27-163の

「工 業 化 と地 域 較 差 」 に 詳 しい.
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運輸 も側 面 か ら援助 し,さ らに両者 を合併 し

た 日本郵 船(N.Y.K,)の 創立 に尽 力,初 代

の理事 格(managingdirector)と して 経営

に も参画 した.そ して滞 日中に,三 度英 国に

出張,西 部 ス コッ トラン ドの グラス ゴ ウや北

イン グラン ドの ニ ューカ ヅスル を中心 に,日

本 政府 ・企業 に必要 な船 舶 の調達,建 艦 の監

督 に 当 った.

そ して我 国が教 育 ・工業 分野で も 「日本人

化 」を進 め る時代を前 に して,,ブ ラ ウソは帰

英 に際 して グラス ゴウに事 務所 を開 き,三 菱

その他 の代理店 と して,我 国向 の資 材輸 出,技

師派遣 の 「窓 口」 とな った.さ らに帰 国を前

に して,宮 中 に参 上 して,「 英 国 グ ラス ゴ ウ在

日本領 事」の任命 を受け た ので あ る.そ して グ

ラス ゴウで は,元 工 部大 学校都 倹(principa1)

で故郷 に戻 って いた ダ イアー(H.Dyer)4)と

共に,「 日本通 の名士 」 として グラス ゴ ウ産

業界で活 躍,日 本 とス コ ッ トラン ドの 「通商

の要」役 を果 した のであ る.本 稿 で は,紙 幅

の関係上,主 として ブ ラウンの帰英 まで の19

世 紀後半 を中 心に,彼 の 日本 を舞i台に して の

「企 業者活 動」 を追求 してみ たい5).

(4)ダ イ ア ーに っ い て は,拙 稿 「日蘇 比 較 経 済

史 の 一 考 察,-H・ ダイ ア ー研 究 一 」(1),

(皿)(r創 価 経 済 論 集 』9巻2号,9巻4号 所

収),同 「ヘ ソ リー ・ダ イ ア ー と 日本,彼 の

日本 観 」(『創 大 ア ジ ア研 究 』 創 刊 号),同 「日

蘇 比 較 経 済 史 の 一 考 察,一 ア ン ダ ー ソ ソ ・コ

レ ヅジ の 同級 生,ダ イ ア ー と 山尾 庸 三 」(『創

価 経 済 論 集』10巻2号 所 収)参 照.

(5)ブ ラ ウ ンに っ い て,主 と して 彼 の ロ マ ンに

富 ん だ 冒 険談 を 中心 に ア メ リカ人Lewis

Bush,TheLifeandTimesoftheIllustrious

CaptainBrown,VoyagerPress.Ltd.&

CharlesE.TuttleCo.,1970が あ る.な お

こ こ で の ブ ラ ウ ソの 資 料 は,グ ラス ゴ ウ大 学

資 料 館 所 蔵(G.U.A.ブ ラ ウ ソ家 か ら同 大 学

に 寄 贈 され た)の も の で あ る.

経 済 論 集

2燈 台局時代

Vol.XIINo.3

A)ブ ラン トンとの出会い

ブラ ウンが 日本近 代 史で重 要な役 割を果す

契機 とな った のは,燈 台局 のため の蒸 気船購

入を 決めた 日本政府 の求 め に応 じて,P&0

社 を辞 め,明 治2(1869)年 に灯台局所 轄船

の司令官(command)に 就 いた こ と に 始 ま

る.

このス コ ッ トラン ド系海 運会社P&0は,

19世 紀中 頃に はイギ リス 自由主義経済 の 「海

上 幹 線網 」 を形成 し,急 速 にアジ ア ・極 東 に

も拡 張 しつ つあ った1).そ してP&0社 のア

バ デ ィー ン出身 のサザ ラン ドが ,日 英通 商条

約直 後に香港 か ら長崎 に到 来,鎖 国 を解 いた

ばか りの我 国 と西欧 とのパ イプ となる航 路 を

開い た ので あ る.そ れゆ えに ブ ラ ウソもス コ

ッ トラン ド人 ・コネ クシ ョンを通 して我 国 に

来 た ことにな る.

新政府 の燈 台局 は,明 治 元(1868)年6月

徳 川幕府 の依頼 した ヴェル ニー(Verny)以

下 の フランス技 師達 を引 き継いで雇 用 して燈

台 建設を進 めるかたわ ら2),同 年4月 英 国を

出発 し,6月 に到 着 した英 人技 師 ブラン トン

(R.H.Brunton)一 行 を 用 い て,灯 台建 設

(1)P&0社 については,中 川,`,郎 「P&0

汽船会社の成立一 イギ リス東洋海運史の一

齢一 」(土屋喬雄教授還暦記念論文集r資 本

主義の成立 と発展』〔『経済学論集』2巻6号

所収〕がある.

(2)新 政府は幕府燈台建設を引き継いで,東 京

湾近傍の4ヵ 所灯台(観 音埼,野 島埼,品 川,

城ケ島)建 設に従事 させ,9月 か ら工事が始

め られた.こ れは徳川幕府の慶応2(1866)年

5月 締結の改税約書に端を発 していた.海 上

保安庁燈台部r日 本燈台史』(昭 和44年6月

発行)13頁 以下に詳 しい.
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事 業 の推進 を 計 った.こ の ブ ラソ トソ は,

1841年 に アバデ 冴一 ン州(Aberdeenshire)

に生 れ,彼 自身 の父 も船 長で あ った.明 治 元

(1868)年7月,五 等 外交官 燈 明台掛,上 野 敬

介 を首班 とし,着 任 した ブ ラソ トンを中心 と

す る調査団 は,英 軍艦 マ ニ ラ号,汽 船 アル グ

ス号 を借用 して,予 定地 の精測 と瀬 戸内海 の

神戸,大 阪航 路 に必要な燈 台 の位置決定 を 目

的 とした.そ して決定 していた 大阪条約 の5

燈台 に付加 して,苫 ケ島(友 ケ島),天 保 山,

和 田岬等 の8燈 台建 設を建 議 した.

そ して フ ラ ンス人技師 に よる燈台 は,明 治

2(1869)年1月1日 点 灯 の観 音埼 を始 め と

す る,野 島埼(明 治2年12月),品 川燈 台(明

治3年3月),城 ケ島燈 台(明 治3年8月)

を 以 って終 り,そ れ以降 は ブ ラン トソを首 長

とす るイギ リス人技 師 に よって行 なわれ,横

浜西波 止場仮 燈竿(明 治2年1月14日)を 手

初 めに,本 格 的燈 台 として神子 島,樫 野埼,

剣埼,江 埼,伊 王 島 に建設 してゆ く,

この経過 は我 国新政府 が英 国公使 パ ー クス

(Sir.H,Parks)を 通 じて燈 台建設 のため の

技師 の派遣 を要請 した時,そ れ は トリ イニ叶

テ ィ ・ハ ウス(TrinityHouse)を 介 してエ

デ ィンバ ラのス テ ィーブ ン ソン兄弟社(D.&

T.StevensonBrothersCo。,)3)セ こ依 頼 さ

(3)「 近 代 燈 台 の父 」ス テ ィー ブ ソ ソ ソ(Robert

Stevenson)は,西 イ ソ ド商 人 の 息 子 と して

1772年 に 生 れ,ア ソ ダ ー ソ ソ ・コ レッ ジ と グ

ラ ス ゴ ウ大 学 で 学 んだ 後,北 方 燈 台 委 員 会 に

入 り,1850年 に 亡 くな る まで の約 半 世 紀 間 ス

コ ヅ トラ ソ ド諸 燈 台 を設 計 ・管 轄 した 他,橋

梁 ・道 路 も構 築 した こ とで 有 名 で あ る,「 蒸

気 機 関 車 の 父」 ス テ ィー ブ ン ソ ン(George

Stephenson)も,ロ バ ー トか ら鋼 鉄 蒸 気 車 用

の 錬 鉄 レー ル の着 想 を 得 た とい わ れ る.ま た

小 説 家 ス テ ィ ー ブ ソ ソ ソ(RobertLouis

Stevenson)は,彼 の 孫 に 当 る.Strathcly-

deRegionalCouncil,ClydeMenofthe
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れ,そ こでス テ ィーブ ソ ソソの勧 めで ブ ラソ

トンが選 ばれ,1868年3月25日 エ デ ィソバ ラ

で新 政府 の 「お雇 い外 人」 の第一号 として契

約 した4>.そ して 出発 前 に,ス テ ィーブ ンソ

ソの関 係す る 北方燈i台委員会(現 在 はNorh・

ernLightsCommissioner)管 轄 の諸灯 台を視

察,工 場 に実習 して必要 な知識 を得 た後に,

助 手二 名 マ ク ビン(Mcbean)と ブ ラン ドル

(Blundell)を 連 れ て来 日した.ブ ラン トン

は,日 本近海 を測 量 し,各 地 に燈 台を建設 し

てゆ く.そ の時 の船 の手 配 と指 揮 の任 務が ブ

ラ ウンで あ った.ま た必 要 な器 材や技 師 の調

達 はエ デ ィンバ ラのステ ィーブン ソン社 に よ

って行 なわれ た.

興 味深 いの は,明 治4(1871)年 の11月,

欧米 との条 約改正 と見 聞を広 め る 目的 で 出立

した岩 倉具 視全権 大使一 行 が英 国 を 訪 れ た

際,明 治5(1872)年9月 ス コ ッ トラン ドの

グ ラス ゴウや エデ ィンバ ラを訪 問 し,ブ ラン

トンの案 内で北 方燈 台委 員会 の諸燈 台を見 学

した記録 が ある5),さ らにエデ ィンバ ラに,

日本人学 生杉 甲一郎 と藤 崎 見達 を 預 け て い

る6).後 年,杉 は工部 大学校 で邦 人最初 の教

授 とな り図学 を教 え,藤 崎 は燈 台 局 長 と な

worza1979,P.50そ れ ゆ え,ブ ラ ソ トソは,

ロバ ー トの 息 子 達 の 兄 弟 社 に 依 頼 され た こ と

に な る.

(4)G.Fox,B7伽 勿&∫ αρα%,1858-83,Mac・

millan,London1969,p.371.但 し ス テ ィー

ブ ソ ソ ソ社 に 依 頼 され た の は,1867年11月6

目で あ った.

(5)9月14日,ベ ル ロ ッ ク(Bellrock)燈 台,

メイ 島(lsleofMay)燈 台 を パ ー クス 公 使

も一 緒 に視 察 した.拙 稿 「明治 日本 の 近 代 化

へ の 模 索,一 岩 倉 使 節 団 とス コ ッ トラ ソ ド紀

行 一 」(r創 大 ア ジ ア研 究 』2号,昭 和56年3月

所 収)95-6頁.な お,当 時 の ス コ ッ トラ ソ ド

の 燈 台 に っ い て は,R.W.Munro,Scottish

LightHouses,TheThulePress,1919pp.

145-198に 詳 しい.
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る7).

こ の エ デ ィ ン バ ラ の ス テ ィ ー ブ ン ソ ン は,

アバデ ィーンのホ ール(AlexanderHa11)と

は縁籍 関係 にあ った.そ して ホ ール社 は,幕

末時代にシャソ ドや グラバー達に 日本向船舶

B)岩 崎彌太部 との出会い

明治3年,高 知藩の岩崎彌太郎は藩主山内

表1ブ ラン トン任期中(明 治2年8月 ～

9年3月)に 完成 した燈台一覧

を販売 していた8).ブ ラウン 自身 がr手 記』

(グ ラス ゴ ウ大学蔵)の 中で,日 本 で の友人

vo.燈 台名 等級 着 工 完工 建築

の第一に グラバーを挙げていることも興味深

い.そ れ故 に ブ ラン トンとブ ラウンの関係 も

ス コ ヅ ト ラ ン ド人 ・コ ネ ク シ ョ ン の 中 で の

「a」 であ った といえ よ う.

ブラン トンの我国での灯台建設記録をみる

と,表1の 如 くになる,そ の活動を助けた燈

台船 船 長が ブ ラ ウンであ った.ブ ラン トンは

未だ燈台事務が民部省に属 していた頃の明治

3(1870)年 頃に土木正,宮 川房之の相談を

受け,日 本人技術者養成計画のための修技校

を設 置 した9).

(6)エ デ ィ ソパ ラ大 学 も,明 治 初 期 の我 国 に 多

大 な 影 響 を 与 え た 人 達 〔マ ー シ ャル(D.H.

Marsha11),ノ ッ ト(C.G.Knott)等 〕を 輩 出

し てい る.拙 稿 「工 部 大 学 校 と グ ラス ゴ ウ大

学 一 日蘇 関 係 史 の 一 視 点 」(r社 会 経 済 史 学 』

46巻5号 所 収)6-10頁 参 照.

(7)プ ラ ソ トソの 任 期 満 了解 雇 の の ち,英 人 マ

ク リ ッチ とな るが 彼 も 明 治12(1879)年12月 解

雇 ・帰 国 後,燈 台 建 設 は 日本 人 技 師 の 時 代 に

移 る.そ の 中 心 者 は 一 等技 手 藤 倉 見 達 で あ る.

藤 倉 は,年 少 の 頃 ブ ラ ソ トンの通 訳 を 務 め て

薫 陶 を受 け.明 治5年3月 燈 台 寮 八 等 出 任 の

時,英 国 出 張 を 命 じ られ た.エ デ ィ ソパ ラ大

学 で 建 築 学 を 修 め,ス テ ィー ブ ソ ソ ソ社 で も

実 習 を受 け た.そ し て 明 治12年11月 工 部 大 学

校 土 木 科 卒 で,英 国留 学 し トリニ テ ィ ・ハ ウ

ス技 師 長 ダ グ ラ ス(J.N.Douglas)下 で 燈 台

建 築 を 学 ん だ 石 橋 絢 彦 と共 に,我 国 の 燈 台 建

築 の指 導 的 役 割 を 果 した.前 掲r日 本 燈 台 史 』,

33-4頁.

(8)J.L.Carvel,StephenofLinthouse,a

recordoftwohundredyearsofship-

building,1750-1950,AlexanderStephen

&SonsLtd.,1950pp.87-89.

(9)っ い で 燈 台 所 管 が 工 部 省 に 移 り,工 部 権 少

丞 佐 野 常 民 が 燈 明台 掛 を就 め て 以 来,こ の計

明治年月

認

'
4

溢

6
4

溶

ユ

β

渇

渇

5

コっ

認

12

溜

」

』っ

』っ

銘

。
2

2

β

ゐ

渇

諮

3

3

`
1

3

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3
1

3

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

6

6

7

7

船

等

等

等

等

等

等

船

等

等

等

等

等

等

等

等

等

等

等

等

等

竿

竿

等

等

等

竿

等

燈

二

一

一

一

一

二

燈

三

一
四

四

三

四

五

四

三

四

四

一

五

燈

燈

一
二

一
燈

四

牧

埼

岬

島

島

岬

埼

館

島

埼

岬

山

埼

島

埼

埼

島

島

島

埼

洲

島

岬

埼

島

島

港
場
田

野

誓

多

ケ

田
保

・
連
廊
乗

吠

藷

前
冊

溢

本

樫

潮

神

伊

佐

剣

函

友

江

和

天

部

六

石

安

釣

鍋

菅

犬

白

弁

納

御

鳥

角

横
西

羽

1

2
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4
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6

7

8

9

10

11

12

13

皿

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28
・

年 月

2.12木 造

3.8石 造

3.10木 造

4.1石 造

5.1鉄 造

4.12鉄 造

4.3石 造

4.4木 造

5.7石 造

4.5石 造

4.5木 造

4.5木 造

5.4石 造

4.12石 造

4.ユ0木 造

5.9木 造

6.7・ 石 造

6.2石 造

6.7煉 瓦

7.11煉 瓦

6.3木 造

5.8木 造

5。8木 造

7.5煉 瓦

8.8鉄 造

9.3石 造

7.3木 造

8.3鉄 造

(注)以 上 のほか尻屋埼(6年6月 着工,煉 瓦造)

お よび金華山(7年3月 着工,石 造)が ある

が彼 の任期 中に完成 しなか った。

出典)『 日本燈台史』21頁

画を推進 した.明 治4年5月,燈 台役構内に

修技校を開き,生 徒を募集,英 人教師による

測量 ・建築 ・器械学の学科を教えた.こ の学

校は,明 治7年1月 工学寮(の ちの工部大学

と改名)に 併合された.前 掲r日 本燈台史』

25頁.
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容堂 の創立 した大 阪西 長堀商 会を継 承 し,土

佐屋 善兵 衛の名儀 を以 て,九 十 九商 会を起 こ

した.同 藩 の夕顔(の ち大平 丸 と 改 名),紅

葉 賀,鶴(の ち千 年丸)の 三汽 船 を 譲 り 受

け,東 京,大 阪,高 知 問 の廻 漕業 を始め た.

つ いで 明治5(1872)年 正 月,九 十九商 会

を三 川商 会 と改名 した.さ らに 明治6(1873)

年3月 三菱商会 と改称,翌 年4月 は商会本店

を大阪から東京へと移 し,岩 崎は本格的な海

運企業経営に進出しようとしていた.

岩崎 とブラウンの直接 の 「結びつき」の契

機 となったのは,明 治7(1874)年4月 に勃

発 した 「征台の役」であった.こ れは琉球難

波船 の乗組員に対し,台 湾 の牡丹(Botan)族

が虐殺 した事件の鎖圧 のため,日 本政府はイ

ギ リス,ア メリカから蒸気船をチ ャーターし

ての兵員輸送を計画した.し か し両国は,日

本 と中国間の紛争に巻きこまれるのを恐れ,

自国籍 の船舶 の参画を禁 じた.

当時 の我国には,外 洋船 は僅か数隻にす ぎ

ず,同 企画の実行にはほとん ど役立たなか っ

た.政 府は,西 郷陸軍中将を台湾事務都督 と

して兵3,600名 輸送計画を実施するため,ブ

ラウンに外国船の購入を命 じた10}.ブ ラウン

は,長 崎のグラバ ーの協力を得て,香 港 と長

崎で明治7(1874)年5月 か ら翌8(1875)

年3月 にかけて,外 国船13隻 を銀15万 ・Z11

ドルで購入した.し か し岩崎は,長 崎の グラ

バーと幕末時代か らの知己であ り,そ れゆえ

彼を介してのブラウソとのつきあい もかな り

以前か らと云え よう.そ れ らは表2の 如 く高
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(10)日 本郵船株式会社編r日 本郵船株式会社五

十年史』(昭 和10年,同 社発行)6-7頁,以 下

の日本郵船にっいての行論は本書によるとこ

ろが大きい.
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砂 丸11)(元P&0社 のデル タ号,旗 艦 とす る),

東京 丸,新 潟丸,兵 庫 丸,九 州丸,社 寮丸,

品川丸,隅 田丸,慶 浦 丸,東 海丸,=豊 島丸,

敦賀丸 金 川丸で あ る.政 府 は,こ れ ら船 舶

を三菱 商会 に委託 し,岩 崎 とブラ ウソの協 力

(11)「 高 砂 丸 」 に っ い て,メ イ バ ア 氏 の 回 想 が

あ る.SamMavor,MemoriesDfPeople

andPlaces,WilliamHodge&Co.,London

1940,pp.231-239.
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を得 て,兵1,500名 を珀驕(LiangKiao)湾

へ運 び,鎮 圧 に成 功 した12).

そ の年 の夏,ブ ラ ウンは英 国 に帰 国,グ ラ

ス ゴウのネ ィピア(RNapier)造 船所 で燈

台局 用 に建 造 され た最 新船,双 ス ク リェーめ

蒸気 船 明治丸を受 け と り,日 本に帰 国 した.

このネ ィピア造船所 は,そ の昔 長 州藩 の山尾

庸三 が 「邦 人最初 のア プレ ンテ ィス(徒 弟)」

として実習 した縁 あ る造 船所 であ った。 この

明治 丸 は,明 治3年 以来 の燈 台局用船 「テー

ボール」号 に代わ り,明 治29年6月 に 新発 田

丸 と替 わ るまで活躍 す る13).

また興味深 い のは,ブ ラ ウンは 自身 の資 力

で グラス ゴウで二隻 の蒸 気船を購 入 し,そ れ

らを のち三菱 商会 に売却 した.こ れ は彼が投

資 機会 を巧 みに と ら}て,営 業活動 を展 開す

る商才 を もってい た こ とを表わ し,の ちに三

菱 と共 同運輸 の熾烈 な競争 の時 代に,双 方か

ら信頼 され て活動 し,日 本 郵船 の創立 と共 に

理事格(managingdirector)に 就 く彼 の生

き方 につ なが ってゆ くので ある.

3日 本海運業とブラウン

A)三 菱蒸気船会社

明治8(1875)年1月,三 菱商会は上海航

路開始の命を受け3月 に開業 したが,そ れは

(12}A.R.Brown,CorrespondencefoCap.,

W.E.Griffis,18,Nov.1906,G.U.A.

(13)ネ ィ ピ ア造 船 所 と 日本 の 関連 に つ い て は,

拙 稿 前 掲 「日蘇 比 較 経 済 史 の一 考 察,ア ソ ダ

ー ソ ソ ・コ レ ヅジの 同級 生.ダ イ ア ー と山 尾

庸 三 」287-289頁 参 照.「 明 治 丸 」 に っ い て,

グ ラス ゴ ウ大 資 料 室 に1874年8月10日 付 伊 藤

博 文 か らA.R.Brownへ の 「引 航 指 令 書 」,

と 「写 真 」 が あ る.そ の コ ピ ーは 「明治 丸 」

を 永 久 記 念 碑 と して 置 い て あ る東 京 商 船 大 へ

寄 贈 され た.

経 済 論 集VoLXIINo.3

太平洋郵船会社 との競争をひきお こした.三

菱商会は,同 年5月 に改称 して,三 菱汽船会

社 となる.

ブラウンは,英 国出張か ら戻 った時,政 府

か ら郵政大臣前島密の直轄の形で設置 され る

海運局(marinebureau)を 助力するように

との任命を受け,航 海に関する諸規則 の制定

に尽力した1).そ して大久保内務卿は,5月

に民営海運保護育成策を発表す る.そ れに呼

応す る形で,同 月 ブラウンは燈台局を辞め,

三菱汽船会社 に入った.ま た翌6月,日 本国

郵便蒸気船会社は経営難か ら解散 し,そ の18

隻の船舶は三菱汽船会社に吸収 され,ブ ラウ

ンが指揮することになる.

同年9月 中旬,駅 逓頭 より三i菱汽船会社に

対 し,第 一命令書が下され,10月16日,三 菱

は太平洋郵船お よびP&0社 か ら,横 浜一上

海間航路を買収 した.11月 初旬,第 一命令書

に基き,三 菱商船学校を設立した.帆 船 「成

妙丸」を永代橋畔に繋留 して校舎 として,外

洋航運科修業年限5年 と内海航運科年限3年

を定め,海 技者養成を行 った2>.同 校は,明

治15年4月 に官立に編入され,東 京商船学校

と改称,さ らに大正14年4月 東京高等商船学

校 とな り,現 在の東京商船大学へ と至 る.こ

の年11月,三 菱汽船会社は琉球航路を開いた。

注 目すべ きは,こ の年の12月,三 菱は上海

の造船機械業者ボイ ド社(Boyd&Co.,)と 折

半で 出資 し,横 浜に三菱製鉄所(Mitsubishi

EngineWork)を 開設 した.技 術面はボイ ド

(1)CorrespondenceofA.R.BrowntoDr.

W.E.Griffis.19.Nov.1906,G.U.A.

(2)前 掲r日 本 郵 船 株 式 会 社 五 十 年 史 』13頁,

「これ が 高 級 船 員 の 育 成 の 先 駆 とな る」 小 林

正 彬r海 運 業 の 労 働 問 題 』(日 本海 運 経 営 史2,

海 事 産 業 研 究 所 編,日 本 経 済 新 聞社,昭 和55

年)14頁.
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商会か らの援助を受け,イ ギ リスの グラスゴ

ウの ロブニ ッツ造船所 か ら技 師 カル ダー(」.

瓦Calder)氏 が到 来 した3).カ ル ダーは 明治

13年 に同製鉄所 の支 配人 とな り,明 治20年 の

三 菱長 崎製鉄所 の払 下げ と共に,長 崎へ 移 り

住 んだ.そ して 明治25年5月 に亡 くなる まで

三 菱 に勤 め,我 国 の工 業化 に貢献 した4>.ま

た 明治12-17年 大阪 乾式 ドックを設 計 した の

も彼 と云われ てい る5).

明治9(1876)年1月,朝 鮮 「江 華島事 件」

が 起 り,三 菱汽船 は御 用船11隻 を提 供 した.

そ して10月 には 「萩 の乱」 が起 り,三 菱汽 船

は御用船5隻 を陸軍 に提供 した.航 路 として,

P&0社 が香 港一上...,.横 浜航路 を開始 した

が,三 菱 は同社 と競 争 して,8月 にはそれを

撤退 させた.ま た12月 には,三 菱 は小笠原航

路を開いた.こ の間,ブ ラウンは三菱商艦隊

を率いて,積 極的に活動を展開 した.

(3)ロ プ ニ ッツ(Lobnitz)は,正 確 に は グ ラス

ゴ ウ市 の南 地 域 に あ る 中規 模 なが ら優 良 な 港

湾 用 の 没 喋 船(dredger)メ イ カ ーで あ った.

創 業 者 フ レデ リヅ ク(FxedericLobnitz)は,

1884年 に は 「ロ ブ ニ ッツ輪 」 を 発 明 して 有 名

とな る.J.F.Riddell,ClydeNavigation,

A.HistoryoftheDevelopmentandDeep-

ingoftheRiverClyde,JohnDonald

PublisherLtd.,Edinburgh.1979pp.297,

307-309.ま た 同社 は,19世 紀 末 で は,同 じ

ク ライ ド地 方 のWilliamSimons&Co.,や

Fleming&FergusonCo.,と 共 に世 界 の 港

湾,殊 に 波 止 場 建 設 を 「独 占」 し て い た.

1959年 に は,グ ラ ス ゴ ウのG.&J.Weir社 に

吸 収 合 併 され,さ らに1964年 に はAlexander

Stephen&Sonsの 傘 下 に 入 る.M.S.Moss

&J.R.Hume,WorkshopoftheBritish

Empire,EngineeringandShipbuilding

intheWestofScotland.HEINEMANN,

LondonandEdinburgh1977pp.95,105,

ユ10.な お 函 館 の郷 土 史 家 天 野 道 雄 氏 の 研 究

で は,「r男 爵 い も』 の創 始 者 と して著 名 な 川

田 龍 吉 は,明 治8年 秋 に ロ ブ ニ ッツ造 船 所 社

長 の ヘ ソ リー(HenryLobnitz)夫 妻 が 来 目

した 際,当 時 の三 菱 管 事 で あ った 父 用 田 小 一

6g

しか し三菱汽船の飛躍的発展をもた らした

のは,明 治10(1877)年2月 の 「西南の役」

勃発であった.そ の間,三 菱汽船会社は,上

海航路定期船を除き,ほ とんど全ての船を徴

用 された.そ の間2～9月,政 府か ら資金を

借入れ汽船8隻 を購入すると決めている.そ

してブラウソを英国に出張 させ,北 イソグラ

ン ドの ニ ュ ー カ ッ ス ル,ス コ ッ ト ラ ソ ドの グ

ラス ゴウで船 舶を購 入 した.符 合 させ る と表

3の 如 くとな る.

明治12(1879)年8月1日,三 井物産社長

の益田孝 の弟,益 田克徳が邦人初 の.....上貨物

保険会社,東 京海上保険株式会社 を 開 業 し

た6>.船 舶の検査に関しては,駅 逓局に全面

的に依頼 し,同 局の御雇いブラウソが検査実

務に当 り,同 年末にまで検査を受けた船舶は

77隻 にのぼった.合 格船の汽船23隻,風 帆船

18隻 が1～3等 級 と付 して公表されたが,一

等の11隻 はいつれも三菱汽船の所有船舶であ

郎(後 の第3代 日銀総裁)の 依頼を受け,明

治9年3月 頃に連れられて離 日した.父 親の

依頼による 「たたきあげてほしい」の弁の如

く菩労を重ねて英国に着き,グ ラス ゴウ大学

工学部(1878年11月11日 ～79年5月1日,

No.1826)と ロブニッツ造船所で働き.(同 所

技能証明書1884年5月24日 付),..年6月

Sunderlandか ら乗船 して9月 頃帰国 した.

そ して明治17年9月26日 三菱製鉄所に就職 し

た」 といわれる.そ れ故に ロブニッツ造船所

と我国の 「縁」は深い.こ れはエデ ィンバ ラ

のステ ィーブソソソ兄弟社等の燈台や港湾建

設か らっながってきた可能性も強い と推され

る.

(4)三 菱長崎造船所の歴史は,中 西 洋r日 本

近代化の基礎過程,長 崎造船所 とその労資関

係:1855～1900年 』(上)(下)(東 大出版会
1982年)に 詳しい.但 し,「 お雇い外人」に

っいてはあまり論究されてはいない.

(5)カ ル グー(コ ルダー)に っいては,岩 崎家

傳記刊行会r岩 崎彌之助伝』(東 大 出版会)

(上)195-196頁,(下)296頁 に詳 しい.

(6)r東 京海上火災保険株式会社』(日 本経済史

研究所,昭 和54年)72頁.
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同年10月,三 菱汽船は香港航路を開始,12

月には函館商船学校,大 阪商船学校を設立し

ている.ま たこの年 の末頃,先 述 の三菱横浜

鉄工所か らボイ ド商会は手をひぎ,三 菱の単

(7)同 上,81頁.

経 済 論 集Vo1.XIINo.3

独経 営 とな り,石 川島造 船所 の分工場 とな っ

た.そ して 翌 明治13年1月 か ら,船 舶 機

関 ・諸機械 の製造 を開始 し,技 師長 にキ ング

(ArchibaldKing)を 招聰 した8).さ らに三

菱 は,こ の年 の4月,資 本金5万 円を も って

千川 水道会 社を設 立 し,の ちの 明治30年 の東

京 の水道敷 設 の先駆 とな った9).

明治14(1881)年2月,三 菱 は浦監斯徳 線

を開始 した.ま た この年 の動 き として,ハ ン

ター商会 のハ ソタ ー(EdwardHazletHuu・

ter)が 内田三郎 兵衛 や 佐 田信 之 と共 に大阪

鉄 工所 を創立 した。翌 年 には乾式 ドヅクを作

り,汽 船 用 のエ ンジ ンや諸 機械 の製作 に着 手

した10>.

明治15(1882)年2月,駅 逓 局 よ り三菱汽

船 に対 し第三 命 令書が下 附 され た.こ の年 に

は三 菱汽船 の命運 をゆ さぶ る事件 が起 る.そ

れ は7月 に政府特 許 を得て設 立 され た ライバ

ル,共 同運 輸会社 の登場 で あ る.10月 には海

(8)寺 谷武明r日 本近代造船史序説』(厳 南堂,

昭和54年)50頁.こ のキ ングは,工 部大学校

「助手」 として 明治6～11年 勤めていたスコ

ットラソ ド技師 と同一人物 と推 される,拙 稿

「工部大学校 と グラスゴウ大学一 日蘇関係史

の視点一」(r社 会経済史学』46巻5号6-9頁

と付表1)参 照.

(9)前 掲r岩 崎彌之助伝』(上)196-7頁,な お

水道工事においてもスコットランド人技師が

活躍 したが,英 国都市で最初に 「上水道」設

備を手がけたのは グラスゴウ市であ った.前

掲拙稿 「明治日本の近代化 へ の 模索」99,

107頁.

(10)ハ ソターの息子達(Richard,Edward)は

グラスゴウ大学工学部を卒業す る.殊 に長男

は帰化 して範多龍太郎となり日立造船所の創

立に導 く.神 戸の彼の墓碑には アイルラソド

人 と刻 まれている.た だ し産業革命期の19世

紀中葉の グラスゴウとの関係を観 ると,ク ラ

イ ドの労働者の2割 はアイルラソ ド人であっ

た.ま た後述のウェス トもアイルラソドのタ

ブリソ出身であった.ま た民族的にはアイル

ラソ ドとスコットランドは同民族であったこ

とから,彼 等は海外では親密な友人 として活

躍 した といえよう,
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軍 少将伊 藤萬吉 が社 長 に就 任 し,11月 に は政

府 か ら260万 円 の出資を受 けた.こ の共 同運

輸 出現 の背景 には,明 治11年5月 の大久保 内

務卿 の刺 客 に よる逝去や 明治14年10月 の大 隈

重 信大蔵卿 の内閣か らの退去 に よ り,岩 崎 の

政 府関 係で の勢 力 は弱化 し,逆 に ア ンチ勢 力

の拾頭 が著 しか った ことが挙 げ られ る.ま た

同年 中に,堀 基 を社 長に して北海 運輸 会社 が

作 られ,政 府所 有船13隻 の貸下 を受け て,営

業 を開始 した11).

この年,我 国の造 船業 の歴史 に輝 くイギ リ

ス人技 師が到 来 した.ス コ ッ トラ ン ドの グラ

ス ゴウのバル カ ソ ・ヘ ッ ド造船 所 の設 計技 師

長で あ った ウ ェス ト(CharlesDicksonWest,

1848～1908)が 招かれ,工 部 大学校 の初 代造

船学 教授 として着 任 した12).そ の後25年 間の

滞 日に,彼 は数 多 くの造 船学 卒業生 を輩 出 し

た.記 録 では,明 治36(1903)年 まで に111

人 の人材 を作 り出 し,大 別す れば海 運34人,

逓 信省技 師20人,民 間造船所 と ドック26人,

汽船 会社10人 そ の他 となる.そ の後,ウ ェス

トの後継 者バ ィル ス(J.Biles)や ヒルハ ゥ

ス(P.Hillhouse)も グラス ゴウか ら我 国へ

造船 学を教 えに来 日し,帰 国後 グ ラス ゴ ウ大

学 造船 学教授 とな ってい る こ と13),ま た我 国

の 多 くの卒業 生 もグラス ゴウへ実 習 に留学 し

(11)『 新 撰 北 海 道 史 』 第3巻,718,807-8頁,

この 当 時 の 三 菱 汽 船 と北 陸 地 方 の 海 運 業 に つ

い て,山 口和 雄 「明治 期 北 陸 地 方 の近 代 海 運

業 」(r創 価 経 済 論 集』6巻2号,1982年)7-

12頁 参 照.

(12)吉 田 光 邦rお 雇 い 外 国 人 一 産 業 一』(鹿 島

出版 会,昭 和43年)120頁.ダ ブ リン大 学 の

パ ー クス(SusanParks)嬢 に 依 頼 し て 調 べ

た結 果,ウ ェス トは1869年 に ダ ブ リンの ト リ

ィ ニテ ィ(Trinity)コ レ ッジ の 工 学 部 を最 優

秀 で卒 業 して い る.そ の 後 グ ラス ゴ ウの造 船

所 に 勤 め,グ ラス ゴ ウ大 学 の ケル ヴ ィ ン卿 の

実 験 室 に も 出 入 り し,そ れ を 契 機 に 来 日 し

た.

71

た こ とを見 る と,グ ラス ゴ ウと我国造 船 ・海

運 業 の 「紐」 の如何 に強 か っ た か が 分 りえ

る.ブ ラ ウンは,こ の年 の3月 に生 じた英 国

船 バ ーク(三 本 マス ト)船 のForwardHo

号遭難 事故 調査 に当 り,報 告書 を提 出 した の

が残 って いる14>,

明治16(1883)年1月,共 同運 輸会社 は,

渋沢栄 一や益 田孝 等が設 立 していた東京 風帆

船 会社 や越 中風帆船 会社,及 び北 海道 運輸会

社 を合併 し,一 大勢 力 とな って開業,以 降三

菱汽船 会社 と熾烈 な競争 を展 開す る.そ して

また同年3月,共 同運輸 の伊藤 社長 は ,船 舶

購 入 ・新船 注文 のため 渡英 した.

興味深 い のは,三 菱社 員 の筈 の ブ ラ ウンの

行 動であ る.彼 も時 を同 じく 「同行」 して イ

ギ リスへ 出張 した15>.結 局,共 同運輸 の購 入

した船舶 は,表4Aの 如 く9隻,山 城 丸16),駿

河 丸17),近 江 丸,陸 奥丸,紀 伊 丸18),出 雲 丸,

相 模丸,薩 摩 丸19),美 濃丸 であ ろ う.つ ま り

グラス ゴ ウ大所 蔵 の ブ ラウン資料 に は,数 多

(13)グ ラ ス ゴ ウ大 学 の 造 船 学(NavalArchi・

tecture)講 座 は,ジ ョ ソ ・エ ル ダ ー(John

Elder)を 記 念 して 夫 人 か ら 遺 贈 され た 基 金

で1883年 に 世 界 初 に 設 置 され た.そ して1879

～80年 に 我 国 に 招 か れ,海 軍 を 指 導 して い た

海 事 技 師 エ ル ガ ー(FrancisElgar)が 初 代

教 授 とな った.彼 等 の 輝 や か しい 経 歴 は グ ラ

ス ゴ ウ造 船 業 と と もに 世 界 の 造 船 界 史 上 に輝

い て い る.ま た 研 究 調 査 中,グ ラス ゴ ウ大 造

船 学 科 キ ャ メ ロ ソ(Cameron)博 士 に お 世 話

に な った.

(14)ReportofCommissionerAppointedby

thisImperialJapaneseMajesty'sGovern-

ment,toinquireintotheLossofthe

BritishBarque"FORWARDHO"March.

1882が あ る.G.U.A。

(15)ノ'apanMail,May,5,1883.

{16)NewcastleDailyJournal,January,14,
..,

(17)GlasgowHeraldApril,10,188.

(18)Ibid.,May,12,1884.

(19)Ibid.,July,11,1884.
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〈共 同運輸 会社 か らの感 謝状 があ る.こ れ は

ブ ラ ウソが,我 国で は お 雇 い 外 国 人 の 「天

下 り」 として三 菱 に入 った ものの,公 当局か

ら依頼 され て共 同運 輸 に も助 力 した ので はな

ろ うか,即 ち 国内で は,三 菱汽船 と共 同運輸

はか 「競 争」 しなが らも,イ ギ リス人 ブ ラウ

ソか ら観 れ ぽ 日本 の 「同類企 業」 として対 応

して いた のか もしれ ない.そ れ故 に,イ ギ リ

スで は両社 のため に,船 舶 の購 入,新 船 の注

文 ・監 督 に当 った ので あ る.

明治17(1884)年5月,大 阪商 船会 社が創 業

され た.ま た7月 に は共 同運 輸 の新船,山 城 丸

が横浜 に回著 した.こ の時 の新造船 舶 の一 隻

横浜丸 につ いて英 国毎 日新 聞(BritishDaily

Mai1)に,「 グラス ゴウ のRン ドソ&グ ラス

ゴ ウ造船 ・機 械 会 社(London&Glasgow

EngireeringandIronShipbuilding)で 建

造 され たr横 浜 丸』 が試運転 され た.各 種 機

械 も最新 式が据7.つ け られ,エ ンジ ン も空調

設 備 も最新型 であ る.蒸 気 巻揚機 もネ ィピァ

兄弟社(Messrs.NapierBrothers),操 舵機

は グ リー ノ ックのハ ステ ィ社(JohnHastie

&Co..)で あ った」20>と載 って い る.こ の よ

うに,世 界一 の造 船地 域 の グラス ゴ ウで 最新

船 を注文 し,時 に は技 師 ・学 生 を も派遣 して

建 造工程 を見 学 させ て知識 を修得 させ1我 国

の造船 ・海運 業 の一 層 の成 長 の機 会 としてゆ

くのが我 国造 船 ・海 運業 の方針 とな りつつ あ

り,そ の仲 介者 が ブラ ウンで あ った のであ る.

(20)GlasgowHerald,March,14,1884・ また

ネ ィ ピ ア社 や ハ ス テ ィ社 に つ い て は,拙 稿

「ス コ ッ トラ ソ ド機 械 工 業 史 一H.ダ イ ア ーの

グ ラス ゴ ウ機 械 工 業 調 査 報 告 書(1901年)を

中 心 と し て一 」(r創 価 経 済 論 集 』11巻2号)

56,59頁 参 照.
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B)日 本郵船時代

季刊 創 価 経 済 論 集

明治18(1885)年,三 菱 と共同運輸の 「競

争」は 「熾烈」を極めた.そ こで1月,西 郷農

商務蜘が三菱汽船 と共同運輸 両社 幹部 を 招

き,政 府の趣意 として 「妥協」を勧告 した.

そ こで両社は,一 時的に歩み寄 りを見せたが,

岩崎彌太郎ついで彌之助 の急逝によって協定

は挫折 した.4月 には農商務少輔森岡昌純が

非職 となって,共 同運輸社長に就任 した.彼

は 「合併」 を急 ぎ,7月 末に臨時株主総会を

き 「合併」請願を決めた.三 菱汽船側 も,こ

れに同意 した.9月17日 政府 は新会社を日本

郵船会社 と名づけ,資 本金110万 円,15年 間

年8分 の利子補給の保証を与}た.

日本郵船の創立委員長に森岡昌純,委 員 と

して三菱汽船側か ら荘田平五郎,岡 本健三郎,

共同運輸側から堀基,小 室信夫が任命 された.

9月 には創立規則が作 られ21),農 商務省 よ り

命令書が下附 された.そ して10月1日,日 本

郵船は,三 菱の汽船29隻,36,599総 トン,帆

船1隻 と,共 同運輸 の汽船29隻,28,010総 ト

ン,帆 船10隻 を継承 して出発 した.

日本郵船は,創 立直後に東京海上保険会社

と業務代理契約を交した.背 景の一つにブラ

ウンがいた ことも注目され る.事 実,後 に,

東京海上は,ブ ラウン父子に グラス ゴウ代理

店を委嘱している22),

明治19(1886)年2月 には,日 本郵船は長

崎一天津航路を開き,さ らに神戸にまで延長

(21)こ の 創 業 規 則 に も ブ ラ ウ ンは 関与 し て い

た.英 文 のConstitutionofNipponYusen

Kaishaが あ り,赤 字 で か な りの部 分 に 訂 正

が な され て い る.GU.・4.

(22)日 本 郵 船 は 明 治22年5月 取 締 会 で 決 め,グ

ラス ゴ ウ代 理 店 を ブ ラ ウ ン父 子 に 委 嘱(明 治

23年8月11日)し た.前 掲,社 史,116頁.
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した.5月 には太平洋郵船ならびにO&0汽

船会社 と貨物の通 し運送契約をして,会 社経

営 の基盤 を固 めた.

翌 明治20(1887)年3月,理 事格 ブ ラウ ソ

を 日本郵 船用 の新船 工事監督 のため,イ ギ リ

ス に派 遣 した。そ して 同年9月 に酒 田丸,伏

木丸の2隻 が回著 したのに続き,翌 年には三

池 丸23>,西 京 一F,24),神 戸 丸 が 回 著 す る.そ れ

らは表5の 如 くである.

なお同年4月,浅 野総一郎は浅野回漕部を

開設 した.ま た8月 逓信大臣 より大阪商船会

社に助成命令書が下附 された.ま た三菱 自身

は,同 年6月,借 用中であ った長崎造船所 の

払下を受けた.

ブラウンの企業活動で注 目されるのは,明

治19～21年 の間,船 舶調査を実施 し,中 古船

の売却を推進 した点である.グ ラスゴウ大学

ブラウン所持資料の中に,彼 が実施した明治

18～19,19～20年 の日本郵船46隻 の実態調査

表がある.彼 の経営才能の一端を物語 る.ま

た46隻 の うち,40隻 が英国製,3隻(鹿 島

丸,玄 武丸,縞 龍丸)が 米国製,2隻(根 室

丸,室 蘭丸)が 日本製,1隻 が 不明であっ

た.ま だ如何 に我国海運業が英国製船舶に依

存 して いたか も分 りうる.

明治21(1888)年,大 阪 商船会 社 の希 望で

造船 製図主任 として,グ ラス ゴウか らレイ ド

(J.G.Reid)が 招 かれ た25).彼 は 我 国初 の

7,000ト ン級 の鉄 鋼船 で三 連鎮 エ ソジ ンの筑

(23)JapanGazette,May,18,1889.こ の 三 池

丸 を 我 国 に 運 ぶ に あ た り,グ ラ ス ゴ ウ か ら鉄

道 用 レ ー ル1250ト ソ を 船 積 み し た 記 録 が プ ラ

ウ ソ氏 の 書 簡(Feb.23,1888,March8,1888,

May15,1888)に あ る.

(24)NorthBritishDailyMail,March15,
...

(25)前 掲,r岩 崎 彌 之 助 伝 』(下)301頁,

75

後川丸,木 曾川丸,信 濃川丸建造を成功に導

いた.レ イ ドは3年 の任期切れの後帰国 グラ

ス ゴ ウに戻 りロブニ ッツ造船所 主任 とな って

い る.

そ して 明治22(1889)年3月,日 本 郵 船

は,上 海一浦監斯徳線を開いた.

C)ブ ラウン帰国後の海運業

明治22(1889)年,日 本郵船 で人事 の刷新

が行わ れ た.4月23日 には,浅 田正文,近 藤

廉平,加 藤 正i義の三氏 が理事 に任命 された.

ブ ラウ ソは,4月9日 に 日本郵船 を 辞 職 し

た26).そ して帰 国 を前 に して,宮 中 に 参 上

し,6月20日,英 国 の グラス ゴウ在 日本領事

の任 命を受 けた ので ある27).

(26)「 明治二十二年三月二九 日付 ヲ以テ 家事向

不得止事故有之当四月下旬限 リ辞職帰国 ノ儀

御申出之趣致領承候逓信省 二於テモ解約承認

相成候趣本月六 日付 ヲ以テ管船局長 ヨリ通達

有之遺憾至極之儀二存候得共御情実不得止次

第 二付御来意 二任セ可申候叫販及御画候敬具.

明治二十二年四月九 日 日本郵船会社社長

森岡昌純㊥ エー・アール・ブラウン氏貴下」

の書簡がグラスゴウ大資料室にある.つ まり

彼が官 ・民両方に働いていた ことも分る.ブ

ラウソの帰国 日は,5月19日 であった.The

DepartureofCaptainA.R.Brown,japan

Gazette,May,18,1889.

(27)同 日付の勅書 「天佑 ヲ保有シ萬也一系ノ帝

昨 ヲ蹟iミタル 日本國皇帝此書 ヲ見ル有衆二宣

示ス.脱 大不列顛國グラスゴー府 二領事 ヲ駐

在セシムルノ必要 ヲ慮 リ妓二勲三等旭 日中綬

章アルベル ト,リ チャー ド,ブ ラウソノ勤勉

誠実ナルヲ信認 シ帝國領事二任シグラスゴー

府二駐在セシメ日本帝國ノ利益殊二貿易交通

及 ヒ航海 ノ利益 ヲ保護 シ奨励シ帝國 ト大不列

顛國 トノ間二締結セル条約ノ条項 ヲ遵守セシ

メ帝國並 二帝國 ト友好アル他国臣民ノ何頼及

ヒ請求アル トキハ之 二相当ノ勧告若 クハ救援

ヲ付与セシメ其他帝國ノ法律及 ヒ訓令二準拠

シテ諸般 ノ事務 ヲ処裁セシム.朕 戴 二此委任

状 ヲ見聞シ若 クハ見閲 ヲ要スル者 ノアルベル

ト,リ チャール ド,ブ ラウソノグラスゴー府

駐在帝國領事タルコ トヲ公認 シ之二該地駐在

他各國領事 ノ享有スルモノ ト同一ノ権利及 ヒ
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ブラウンの帰英は,日 本 の造船 ・海運業に

とっては,一 つの時代の終 りと新 しい時代の

開幕を告げる,即 ち日本造船業の自立化へ の

第一歩であった.そ して同年1月,石 川島造

船所は,渋 沢栄一や平野富二28)の参加を得て,

有限会社 として出発した.石 川島造船所の初

代支配人兼所長心得には進経太29),造 船業顧

問には帝大教授三好普六郎3。)を任命 した.特

筆すべ きは,両 人共工部大学校卒 の秀才で グ

ラス ゴウ大学へ留学 して 「造船学」を学んだ

共通点をもっていた.こ れ も我国造船業の自

立化への動 ぎを象徴 していた.

またグラス ゴウと日本 の 「緊密な関係」を

物語る他の例 として,明 治23年8月 神奈川町

桟橋架設 に際 し,グ ラスゴウのフォニックス

特典殊遇 ヲ得セシメ其職務執行上必要ナル補

助 ヲ与ヘンコ トヲ翼望ス.又 大不列顛國 ヨリ

其領事 ヲ帝國二駐在セシムル場合 二於 テハ朕

亦均 シク前掲ノ事項二関シ相当ノ酬答 ヲ為ス
コ トヲ怠 ラサル可シ.神 武天皇即位紀元二千

五百四十九年 明治二十二年六月二十 日東京宮

城 二於 テ親 ラ名ヲ署シ璽 ヲ鈴 セ シ ム.睦 仁

(直筆)大 日本帝國璽印」が グラスゴウ大 資

料室にある.そ してヴィクトリア女王か らの

勅状(opt.28,1889)に より 「日本のグラス
ゴウ在領事」に認承された .彼 のグラスゴウ

領事任命は,Salisbury混Manchesterjour-
nalJuly,20,1889に 詳 しく報道されている.

(28)平 野富二の娘はEdwardHazlettHunter

と結婚 した.グ ラスゴウ大に留学 した範多龍

太郎(RiotaroHIRANOHunter)とEdward

兄弟は彼の孫にあたる.

(29)工 部大学校機械科(明 治18年)卒,明 治21

年 グラスゴウ大学造船学科入学,同 年末帰国

し石川島造船所に入った,の ち大 日本電球株

式会社,横 浜鉄工所各取締役,大 阪琉榔株式

会社社長 となる.明 治34年 工学博士,昭 和7

年没.

(30)工 部大学校一期機械科(明 治12年)一 級卒.

明治15年 グラスゴウ大学造船科へ入学,最 優

秀の成績を収めRobertDuncan賞 授賞.の

ちネィピア造船所で 「実習」、明治16年7月 帰

国 し翌年工部大学校助教授,明 治19年 同教授.

明治24年 工学博士.明 治39年 日露戦役の功に

よ り旭 日中授賞.「 造船学の父」 といわれ る.

明治43年 没.
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(phoneix)鋳 鉄会社 よ り購 入 した試験 材質 で

実験 した.そ して入札 の結 果,ス コ ッ トラン

ド系 商社 イ ング リ ィス(Inglis)が 落 札 し,

必要 な鉄材 は グ ラス ゴウのバmフ ィール ド

(Barrow-field)か ら5回 にわけ て輸 入 され,

架橋 され た記録iがあ る31).ま た 明治22年12月

に は仙 毫丸,明 治23年3月 には武蔵 丸32),10

月 には北海 丸 と英 国で建 造 された新船 の回著

が続 いた.

日本 郵船 は,明 治23年10月 に香 港代理 店 を

設 置,12月 には神戸一 馬尼 刺間 に臨時 配船 し

翌年 か ら定 期船 とした.明 治24(1891)年3

月,神 戸一 手荘線 を 開始 した.5月 に は,函

館 と大阪 の商船学 校 は東 京商船 学校 の分校 に

改め られた.そ の間,4月 に は第二鹿 島丸,

7月 には玄海 丸が 回著 した33).

注 目すべ きは,「 日本人 化」政 策 の も とで

5月 には,横 浜,神 戸,長 崎,上 海 の各 支店

か ら外 国人支配 人を追 放 した.さ らに,こ の

年 に イ ソ ドの綿花 商RD.タ タ が 来 日,日

本郵船 にイ ン ド航 路開設 を希 望 した.そ れ は

P&0社 の航 路へ の 「競 争」 を挑む ことにな

り,日 本郵船 も検討 に 入る.そ して 明 治26

(1893)年,R.D.タ タ の従 兄弟,∫.D.S.

タタが 来 日 し,本 格 的 な孟 買路 開始 に奔 走 し

た 。7月 の商法 実施 に符合 して,日 本郵船 も

具 体的 な同航路取 極 めを定 め,9月1日 香港

代 理店 を廃 して支 店 とし,30日 には孟買代 理

(31)寺 谷 武 明r日 本 港 湾 史 論 序 説 』(時 潮 社,

1972年)62頁.こ れ らの企 業 に っ い て は,拙

稿 前 掲,「 ス コ ッ トラ ソ ド機 械 工 業 史 」 参 照.

(32)同 船 の ロ ブ ニ ッ ッ(Messrs,Lobnitz&

Co.,)造 船 所 で の 進 水 式 の 模 様 はGlasgow

HeYald,Dec.14,1889に あ る,命 名 は ブ ラ

ウ ソ夫 人 とあ る.

(33)同 船 の 進 水 式 は,ブ ラ ウ ソ,マ ク ミラ ソ

(M'Millan),須 田氏 が 出 席 して行 な わ れ た.

GlasgowHeYald,January,16,1890.
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店を開設 した.

P&0社 か らの反発は激 しかった,10月16

日P&0社 は 「香港,神 戸,横 浜の3支 店長

を当社に派遣 し,孟 買航路開始の断念を迫 っ

た」.勿 論,日 本郵船 はP&0社 に拒否解答

し,10月26日 第1回 印棉運送契約を結び,11

月7日 第2広 島丸を孟買航路に出発させた.

11月30日 には古倫母代理店を開いた,そ の後

明治27(1895)年6月 の朝酵東学党の乱や7

月 日清戦争勃発,明 治28年2月 のタタ商会の

孟買航路共 同契約解除の申し入れ等 と,会 社

経営にとって難 しい時期 も迎 えたが,独 力で

汽船4隻3週 一便の定期船を維持 してP&0

社 と競争した.3月 には,上::浦 監斯徳線

を香港に延長した,

明治28年4月17日,日 清講i和条約が馬関で

調印された.日 本郵船では,11月 中旬に社長

吉川泰二郎が逝去 し,近 藤廉平が就任 した.

同社 は欧州航路開業に向けて,そ の年 の末に

6隻 の新船購入を決定し,支 配人荘田平五郎

を派遣 して グラスゴウ在ブラウンを通 じて,

交渉に当った34).

そ して明治29(1896)年3月,土 佐丸を第

一・船 として欧州髄路を開いた.4月17日 には

倫敦支店を開いた.5月6日 には,倫 敦 出張

中の荘田平五郎取締役がP&0社 等 と孟買航

路のプール契約を締結 し,7月1日 からの実

施を決めた.7月 には,以 前か ら交渉のあっ

たアメリカの大北(GreatNorthern)鉄 道 と

の間に,シ ア トルまでの航路 ・貨物接続契約

に調印した35).そ して三池丸を向けた.ま た

政 巳:19世 紀 の 日蘇(ス コ ッ トラ ン ド)交 流 史

(34)こ の 時,同 時 に ブ ラ ウ ソを通 じ て,グ ラス

ゴ ウの パ タ ー ソ ソ(G.W.'Paterson)社 に

£900を 払 い,我 国 造 船 所 用 の 設 計 プ ラ ソを

作 らせ た.前 掲r岩 崎 彌 之 助 伝 』(下)306頁.

(35) ,同 社 は,明 治29(1896)年2月,キ ャ プ テ ソ,、

77

10月 には,第 一山城丸をもって,濠i州 航路を

開いた.

この年7月,浅 野回漕部は組織を改め,東

洋汽船会社を設立した.ま た9月 には横浜鉄

工所は横浜 ドヅク会社に譲渡 された.さ らに

同年中に,三 菱の管事で 日銀総裁 も努めた川

田小一郎が,渋 沢栄一や大倉喜八郎 と共に函

館 ドック会社を設立した36>.

注 目されるのは,こ の年の7月9日,英 国

で雇い入れ られ た 三菱 の顧問技師クラーク

(J.S.Clark)が 到 着 し,常 陸丸建造工事の

順序を指示した件である37).こ のように 日本

造船業の自立化を急 ぐとともに,必 要性に迫

られ明治30(1897)年 に入 ると,英 国で建造

された欧州航路用の6,000ト ン級 の博多丸,

河内丸,若 狭丸38),鎌 倉丸等 の 表6の 諸船

が続続と回著した.

明治31(1898)年 に入ると,1月 に大阪商

船会社は長江航路を開いた.そ して 「日本人

化」の中で3月 には,日 本郵船は孟買航路の

使用船乗員を全て邦人海技者 と決めた.ま た

5月 には臨時株主総会で定款を 改正 し,「株

主を 日本臣民に限定し,無 記名株式を発行 し

ない」 と決めた.「 日本人化」の波の中 で こ

の年,造 船協会,さ らに翌年11月 帝国海事協

グ リフ ィス(CaptainJ.Griffis)を 派 遣 して

き て い た 。 な お 日本 郵 船 の外 洋 航 路 進 出に っ

い て 最 近 の研 究 に,W.D.レ イ 「日本 郵 船 の

欧 州 航 路 に お け る経 営 戦 略 と運 賃 同 盟,明 治

29-40年 」(中 川 敬 一 郎 先 生 還 暦 記 念r企 業

者 活 動 の 史 的 研 究 』 日本 経 済 新 聞 社,昭 和56

年 所 収)参 照.

(36)前 掲r岩 崎 彌 之 助 伝 』(下)275頁.

(37)同,306頁.

(38)グ ラ ス ゴ ウ のPatrickに あ るMessrs・ ・

David&WilliamHenderson&Co.,で 同

市 在 日本 領 事 ブ ラ ウ ソ氏 の監 督 下 に 建 造 され

た.日 本 郵 船 の マ ク ミラ ソ(M'Millan)船 長

夫 人 の 手 で 命 名 式 が 行 な わ れ た.Glasgow

Herald,March, .8,1894.
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8・ 季刊 創 価

会が設立 された.そ して造船業 「自立化」の

成果 も現われてきた.こ の年 明治31年8月16

日,造 船奨励法認可第一船 として第一常陸丸

が三菱長崎造船所 において竣工 した.翌 年11

月には,阿 波丸が竣工 した.ま た9月 には,

濠州航路用に英国で建造 された新船3隻 のう

ち春 日丸が横浜に回著した.翌 年は二見丸,

入幡丸が回著 した.ま た 日本郵船は,運 航委

託を受けた 日本赤十字の博愛丸 と弘済丸の引

渡 しを受けた.こ の時代の輸入船 は表6の 如

くである.

明治31年5月,神 奈川L以 降,欧 州定期便

を2週1回 とした.こ れは我国の造船 ・海運

業の 「自立化」 と同時に,我 国の 「国際化」

を 目的 としていた.即 ち国際社会 に お け る

「威信」の高i揚を 目ざしていた.明 治32(1899)

年に入ると,2月 にP&0社 や0&0社 と'協

議 して欧州定期航路のロン ドン寄港を開始 し

た.8月 にはロン ドンでの荷物取次委託をや

め,同 地支店に委ねた.

日本郵船 は,ア ジア各地への航路網を緊密

・拡大化を計 り,8月 には香港一浦監斯徳線

の威海衛寄港 の開始,9月 には神戸一北清航

路,10月 には上海一天津航路,12月 にはシア

トル航路の往路に上海寄港を開始した.

4む す び

本稿で先ず指摘 しえるのは,我 国の造船 ・

海運業に貢献したス コットラン ド人技師の役

割である.灯 台 ・航路等 の面では,ス コッ ト

ラソ ドのエデ ィソバ ラのステ ィーブソソソ兄

弟社や北方燈台委員会の技師達,殊 にそ こか

ら派遣 されて我国に到来 し 「お雇い外国人第

一号」 として灯台建設に活躍 した ブラン トソ

経 済 論 集Vol.XIINo.3

(R,H.Brunton)が 挙 げ られ る.

さ らに注 目す べ き人物が,ブ ラウン(A.R.

Brown)で あ った.こ こで は,ブ ラウソの滞

目中を中心 に彼 の企業活 動を追 求 してみ た.

帰 国後 の彼 自身 の活動 の詳細 につ いては次 の

機会 とした いが,グ ラス ゴ ウで 日本領 事 とし

て 「日本 とス コ ッ トラ ン ドの紐 」 として活躍

した1>.ま た三菱 汽船や 日本郵 船 のた めの資

材 や技 術者 の調 達 に大 きな役割 を果 した.彼

は,明 治32(1899)年 グ ラス ゴ ウで長 男エ ド

ワー ド(Edward.A.Brown)と パ ー トナ ー

シ ップを組 み商会 を設立2),つ いで翌 明治33

(1900)年 に は鉄工 ・機械 業者 マ クファー レソ

(GeorgeMcFarlane)や メ フ(M.1.T.Mech)

等 とパ ー トナ ーシ ップを組 んで ブ ラウ ン&マ

クフ ァーレン商 会を設立 した.こ れ は或 る意

味 で は,日 本 の造 船 ・海 運業 が 「自立化」 を

目指 す過程 で の ブ ラウン 「な り」 の対応 で あ

った と もいえ よ う.そ のた めに,も はや船 体

建造 に はかな りの力 をつ け てきた 日本 造船 界

には,次 の段 階 としての必要 な 最 新 式 の 装

置ジ 装備,臓 装,エ ンジ ソ等 の部品 を西部 ス

コ ッ トラソ ド重工 業地域 か ら調達 し輸入 す る

こ とが望 まれ ていたか らであ る.

(1)ブ ラ ウ ン書 簡(G・U.A.)に は,グ ラバ ー,

ブ ラ ソ トソ,グ リフ ィス等 の 他,荘 田平 五 郎,

伊 藤 博 文,山 尾 庸三,森 岡 昌純,浅 野 総 一 郎

等 の 著 名 日本 人 の 手 に な る もの も残 され て い

る.

(2)一 族 の経 歴 に つ い て は,G.U.A.に 詳 しい

リス トが あ る.長 男 エ ド リー ドは1867年 英 国

に 生 れ,日 本 で 育 ち,著 名 な 科 学 器 具 メ ー カ

ー(Dallmeyer)の 娘 と結 婚 日本 郵 船 の ロ

ソ ドソ代 理 店 の セ ウニ ル(GellatlyHankey

Sewell)商 会 の 保 険 担 当 者 ブ レ ソ(George

Brenn)の ア シ ィス タ ン トを 勤 め た.そ して

グ ラス ゴ ウに戻 り父 子 で 船 舶 保 険 業 も営 ん で

い た.前 掲,『 日本 郵 船 五 十 年 史 』116頁.

(2)前 掲 拙 稿,「 ヘ ン リー ・ダ イ ア ー研 究 」(1),

(2)参照.
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さらに グラスゴウは,第 一次大戦前世界の

総生産造船の1/3を 生産 していた.ア ンダー

ソン ・コレヅジや グラス ゴウ大学は,世 界の

造船学のメッカであ り,世 界の秀才を集めて

いた.そ れゆえ文字 どお り世界の技術革新の

中枢であ り,技 術移転 の中核であった.そ の

グラスゴウには,元 工部大学校都倹 のダイア

ーも帰国して顧問技師(consultingengine-

er)と して活躍 していた3).ま だ ケル ヴィン

卿をはじめ とす るグラス ゴウ大学工科系の教

授達 の 「暖い理解」 もあ り,邦 人留学生が集

まったのも当然である,し かも三菱汽船や 日

本郵船に縁 の深い人達が多かったのである3).

ブラウンの滞 日中を通 じて,我 国造船 ・海

運業の発展段階を指摘 しうる.つ まり第一段

階の明治初期,全 く外洋船の建造能力を もた

ぬ我国では,政 府がブラウンを通 じて,長 崎

や香港で必要船舶を調達 した段階.ま た海運

の面でも全面的に彼等 イギ リス人技師に依存

していた.

次の第二段階では,我 国にも民間海運会社

が生れ,三 菱汽船や共同運輸のためにブラウ

ンが北イソグラソ ドやスコッ トランドに出張

して必要船舶を調達 した段階.ま た工部大学

校や各種速習校が設立され邦入技師の育成 も

政 巳:19世 紀 の 日蘇(ス コ ッ トラ ソ ド)交 流 史 81

進め られていた.自 立化への芽ばえであ る.

さらに次の第三段階は 日本郵船の時代であ

る.ブ ラウソを 派遣 して 建艦工程を 監督 さ

せ,ま た留学中の邦人留学生や派遣技師にも

見学させ,本 格的な 「技術修得」を 目指す時

代である.ま た 英人技師を 目的に従 って招

き,先 進国に対応し うる船舶の建造を 目指し

た.三 菱長崎造船所や石川島造船所等で,国

産 の大型船の建造を急いだ時代である.ま た

グラスゴウでの留学を終え帰国した邦人技師

が中心 とな りゆ く時代であ った.

この造船業の 「自立化」は,他 の産業分野

と同様に 「日本人化」 の必要性に駆 り立てら

れていた.し かし我国が最 も強化 ・確立を願

い,ま た必要であった分野だけに,ブ ラウソ

や グラスゴウの果 した役割は大 きかった.そ

してブラウン自身 は,日 本造船業の自立化の

時代になると,グ ラスゴウへ 行 き 「日本領

事」 として期待 される役割を果そ うとした と

い}よ う.(8月 末には学習院大での中川敬一郎

先生主催の国際経営史研究グループでの報告.な

お脱稿後,10月1日,京 都大学人文科学研究所角

山先生 「領事」研究班で発表する機会を得た.御

批評いただいた諸先学に感謝の意を表したい.)

9月20日 受付 創価大学経済学部助教授

(3)前 掲拙稿,「 工部大学校とグラスゴウ大学」

付表2参 照.


